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ヨーロッパにおける磁器製茶器の発展
―肥前磁器製茶器からヨーロッパ製磁器のセルヴィスへ―
櫻　庭　美　咲
Development of Porcelain Tea Ware in Europe
— from Hizen Porcelain Tea Ware to European Porcelain Tea Service —
SAKURABA Miki
　ヨーロッパにおいて喫茶の道具の機能には，単なる茶を飲むための道具としての機
能だけでなく，屋敷を飾る装飾品や，さらにそれを超えたいわゆる「威信財」といっ
た幅広い機能を指摘することができる。喫茶の道具は，17世紀には東洋磁器がその希
少性から珍重されたが，その後，18世紀初頭にヨーロッパで磁器が発明された後には
ヨーロッパの磁器製作所がより洗練された喫茶の道具をデザインしたことによって，元々
東洋の飲物であるため東洋のイメージに縛られた感の強かった喫茶の道具が，やがて
ヨーロッパ的な装飾デザインに適応し，喫茶はヨーロッパの生活のなかに定着した。
茶器のデザインの影響によって喫茶から異国的なイメージが払底されたと言うことも
できよう。
キーワード：磁器，喫茶，ヨーロッパ，王侯貴族，茶器
はじめに
　16世紀以降，コーヒーや茶といった嗜好品の飲料がアジアや中南米からヨーロッパにもたらされると，
周知のとおり喫茶はヨーロッパの上流階級の間で熱狂的に好まれ，喫茶は彼等の生活の一部として定着
した。本稿では，こうした喫茶の習慣の定着には欠かせない，その必需品である喫茶の道具，とりわけ
磁器を素材とする喫茶の道具に関し，次に挙げる 4 つの観点から知見を述べる。
①日本からヨーロッパへの肥前磁器製茶器の輸出
②ヨーロッパで用いられた喫茶の道具の形状と用途
③財産目録にみる東洋陶磁製茶器を用いた室内装飾
④ヨーロッパ製磁器による王侯貴族向け喫茶セルヴィスの発展
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1 ．東洋からヨーロッパへ　肥前磁器製茶器の輸出
茶のための器
　ヨーロッパで最初に茶を輸入したのは，オランダやイギリスに先駆けて日本や中国との貿易に着手し
たポルトガルであった。その後オランダ東インド会社が1610年に中国茶を輸入すると，茶はその後急速
にオランダ，イギリス，ドイツ，フランスなどに広まっていった。オランダ東インド会社は1637年に，
日本と中国からの船に毎年必ず茶を載せることを要求している。一方，今日では紅茶王国との誉れ高き
イギリスの東インド会社は，1650年ごろより独自のルートで茶の輸入を開始した。さらに，イギリスへ
最初に，茶に砂糖を入れて飲む喫茶習慣を伝えたのは，1662年にチャールズ二世と結婚して英国王室に
嫁いだポルトガル王女キャサリンであった。
　茶用であると推察されるカップは，1613年にヨーロッパへ向かう途中，セント・ヘレナ島沖で沈没し
たオランダ東インド会社の商船ヴィッテ・レーウ号からの引き揚げ遺物にも見うけられる。このことか
らも，遅くともこの年代には茶用のカップがオランダ向けに輸出されていたことがわかる。ヴィッテ・
レーウ号から発見されたカップは，中国製の芙蓉手の絵付けが施された染付磁器であった。オランダに
よる中国製の茶器の輸出に関する文書記載の初出は，1620年代である。
　日本からの輸出も早く，初めてオランダ向けに磁器を公式輸出した1659年の商品リストの中に，ティ
ーカップという記載がみられる。オランダ向けには以後もティーカップは，ほぼ毎年一万個前後という
規模で輸出され続けている。中国や日本から輸出されたティーカップは，高さに比して口径が広い広口
の器形で，把手のない磁器製品である。
　一方，明末以前に中国からヨーロッパへ伝えられた茶用の磁器製カップには、それにともなう磁器製
の受皿が菅見の限りなかったと思われる。中国では錫などの金属器の受皿を使用するのが慣わしであっ
た。また，このあとコーヒーカップの受皿に関する章で後述するが，受皿が西アジア経由でヨーロッパ
へ伝わった可能性もあり，この件は今後の検討課題である。一方，日本の肥前磁器によるカップで，絵
付けがカップと揃いの受皿をともなうもっとも初期の作例は，稿者が知る限りは1670～90年の年代が推
定される作品である。これに対して，オランダ東インド会社の公式貿易史料上，ソーサーと明確に記さ
れた最も早い記載例は1659年のティーソーサー（thee pierings）：200個である。東インド会社の貿易記
録に書かれた17世紀後半の肥前磁器の茶器は，カップ 1 個にソーサー 1 枚が必ず伴うわけではなく，セ
ットになった製品とカップのみの製品の双方がみられる。ティーカップとソーサーが両方記載された日
本磁器の公式貿易の記録は，同年以降も繰りかえされてゆく。
　以下にオランダ東インド会社の公式貿易により輸出されたティーカップとソーサーに関する記録の一
部を「送状（factur）」という貿易記録から抜粋する1）。
 1） 本稿に掲載するオランダ東インド会社の貿易記録は，すべて原文を稿者が調査したもので，その全文の翻刻と翻訳
が以下の報告書に掲載されている。そのため，本稿では磁器の品名と数量だけを抜粋した。（櫻庭美咲・シンシア・
フィアレ編著『オランダ東インド会社の貿易史料にみる日本磁器』九州産業大学　2009年 3 月）
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＊1659年　フォーヘルザンク号（オランダ本国行き）
　600個　白磁で角型のティーカップ
　400個　赤と緑の同上の品
　200個　赤で絵付けした大型の同上の品
　200個　銀で花を表したティーカップ
　100個　銀と赤の縁の大型のカップ
　 42個　外面に金彩を施し，見込みは白い，青の同上の品
　 54個　 2 倍の赤で覆ったカップ
　200個　銀彩で花を表した赤絵のティーソーサー
　　　　 （thee pierings）
　100個　染付で絵付けしたティーカップ
＊1659年　ユリセス号（台湾行き）
（ベンガル向け荷物）
　200個　様々な白磁で金彩をほどこしたティーカップ
（コロマンデル向け荷物）
　240個　染付で絵付けしたティーカップ　値段
＊1659年　ニューポールト号（台湾行き）
（スラット向け荷物）
　 50個  すなわち30個の白，20個の赤で彩色したテ
ィーソーサー
　 20個　外側に金の花が描かれた上質のカップ
　 50個　白磁の金彩をほどこした小さいカップ
　100個　白磁の角のあるティーカップ
＊1660年　フェーネンブルフ号（バタヴィア）
（オランダ本国向け荷物）
　200個　銀で絵付けしたティーカップ
　150個　緑と金で花を表したカップ
　100個　外側に銀で絵付けしたカップ
　200個　赤と銀で花を表したカップ
 　50個　赤と銀の同上の品
　800個　白磁のティーカップ
 　30個　蓋付カップ
 1200個　白磁のティーカップ
　500個　染付で絵付けした同上の品
　480個　染付の花模様の同上の品
　500個　染付で絵付けしたティーカップ
　400個　やや小さい同上の品
　 50個　方形のティーソーサー
　100個　緑の葡萄の葉を表した同上の品
　100個　染付のティーカップ
　100個　染付のティーソーサー
　100個　日本の文字の入った同上の品
　 60個　方形で同上の品
　170個　円形で同上の品
＊1660年　オーイエファール号（マラッカ）
（最終荷受け先未記載）
 12840個　脚のないカップ
 12000個　同上のカップ
　 540個　同上の品
　2025個　脚付きのカップ
 2025個　同左の品
 2160個　脚付きのカップ
 2760個　全体が青いカップ
 1560個　染付で絵付けしたカップ
 9000個　八角の同上の品
＊1661年　バイエンスケルケ号（マラッカ行き）
（モカ向け荷物）
 9000個　ティーカップ
15000個　同上の品
 2640個　同上の品
 2430個　小脚付きのカップ
 2295個　同上の品
 2295個　同上の品
＊1662年　バイエンスケルケ号（バタヴィア行き）
（オランダ本国向け荷物）
　285個　ティーカップ
　300個　ティーカップ
　340個　同上の品
 1440個　ティーソーサー
 1410個　同上の品
 1310個　同左の品
　600個　同上のティーカップ
 1800個　ティーカップ
 3000個　同上の品
 2600個　同上の少しより大型の品
 1150個　ティーカップ
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＊1662年　フォーヘルザンク号（マラッカ行き）
（スラット向け荷物）
 4800個　ティーカップ　赤と黄，緑の絵付けのある
13200個　白［磁］の同上の品
 5400個　赤い絵付けのある同上の品
 5550個　上記のような同上の品
 5700個　前述のような同左の品
 4590個　外側が青と赤の同上の品
 1980個　小さい脚付きの同上の品
 3300個　同上の品
＊1666年　スプレーウ号（マラッカ経由ベンガル行き）
（ベンガル向け荷物）
 　300個　ティーカップ
　このように，オランダ東インド会社は，オランダ本国向けに多くの肥前磁器製ティーカップとソーサ
ーを運んでいたが，同じ時期にインドやモカ，マラッカにもそれらを運んでいた。しかしこうしたアジ
ア向けの肥前磁器製茶器の出土例は未確認である。
なお，上記のオランダ向けの茶器に関する記述は，絵付けや器形について詳しく記載されているが，1670
年以降のオランダ向け荷物は記載内容が大きく変化し，仔細な装飾についての指定がなくなっている。
1670年以降の記録は，「送状」がないため「仕訳帳（negotie journal）」を紹介する。
＊1677年　スヒーラント号（バタヴィア行き）
（オランダ本国向け荷物）
 1200個　各種のティーカップ
　その後，1679年，1681年にもオランダ本国向け輸出が行われ，輸出記録も残っているが，壺や皿が中
心となり，茶器の輸出を示す記録はない。しかしながら，堀内秀樹氏の研究によれば，オランダ各地の
遺跡から発掘される東洋磁器は，大半がカップとソーサーであるという。しかも，両器種の合計が全体
の80％を占めるほどであるという。その大半は中国磁器であるが，肥前磁器もあり，器種組成の傾向は
共通性があるという2）。そのため，カップ＆ソーサーはヨーロッパ向け肥前磁器の主要品目であったと思
われる。そのように仮定すると，1677年以降にも日本から磁器製カップとソーサーの輸出は続けて行わ
れており，オランダ東インド会社の私貿易か唐船によるアジアの港経由の輸入がその役割を担ったと考
えるべきであろう。
コーヒーのための器
　コーヒーは，その原産地であるエチオピアから中世にアラビア半島へ伝えられ，その後イスラム教の
賢者たちの妙薬として広まったという。近世には，それがオスマントルコへ伝わり，コンスタンティノ
 2） 堀内秀樹「オランダ消費遺跡出土の東洋陶磁器―十七世紀から十九世紀における東洋陶磁貿易と国内市場」『東洋
陶磁』36　東洋陶磁学会　2007年
  堀内秀樹「沈船積載資料とオランダ消費遺跡出土の東洋陶磁器」『貿易陶磁研究』No.27　日本貿易陶磁研究会　2007
年
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ープルに世界初のコーヒーハウス「カフェ・カーネス」が1554年に開店した。
　その後，東インド会社の貿易によってコーヒーはヨーロッパへ伝えられ，ヨーロッパの大都市ではコ
ーヒーハウスが次々とオープン。それは貴族や富裕市民層の男性たちの社交場として流行した。
　また1660年代末には，トルコ大使によってコーヒーがルイ14世に紹介されると，それはフランス宮廷
における日常の飲物になってゆき，ルイ15世が毎日みずからコーヒーを淹れていたという逸話ものこっ
ている。フランス宮廷を媒介して，コーヒーはヨーロッパの多くの国の宮廷に広まっていった。こうし
た宮廷の用途に供するため，マイセンでは1710年代よりコーヒーのためのカップやポットの製作を始め
ていた。
　こうした背景を鑑みれば，コーヒーのための器を近東発祥と考えるのは極めて自然である。実際，コ
ーヒーのポットはトルコやその近隣の西アジアの諸国にすでに存在した。それは金属製で，洋梨形で下
膨れのフォルムの器に把手があり，丸みをおびた蓋とくちばしのように突き出した注口がついたポット
である。マイセンのベットガー磁器や，その後のヘロルトの時代に作られた色絵の洋梨形のポットはす
べて西アジアのポットのフォルムに基づくものである。その後多くの製作所は，マイセンの洋梨形のポ
ットの器形を踏襲した。しかし，18世紀中ごろ以降，セーヴルの隆盛期になると，ポットの形は一層洗
練され，デザインは多様化した。
　カップもまた同様である。当時は，把手のない小鉢又は小さなコップのようなフォルムの器に，ポッ
トからコーヒーを注いで飲むのがトルコ流であり，こうした器は「トルコカップ」と呼ばれていた。コ
ーヒー用カップは，日本や中国で17世紀以降盛んに生産され，モカやインドなどの西アジア地域へ大量
に輸出されていた。
以下にオランダ東インド会社の公式貿易により輸出されたコーヒーカップに関する記録を「送状（factur）」
という貿易記録から抜粋する。
＊1659年　ニューポールト号（台湾行き）
（モカ向け荷物）
 3240個　染付で花が表されたカップ
 3600個　小さいカップ
 4320個　白磁の同上の品
 3105個　脚つきのコーヒーカップ
 2970個　同上のカップ
 2835個　外側全体が青い同上の品
　コーヒー産地であるモカ向けには，コーヒー用の道具が輸出されていた。明確にコーヒー用であるこ
とがわかる貿易記録はあまり多くはない。それは，ティーカップと兼用される場合が多く，単にカップ
と記される場合が多い事にも因ると推測される。
2 ．ヨーロッパで用いられた喫茶の道具の形状と用途
　ヨーロッパで用いられる喫茶の道具は，それぞれの嗜好品飲料の種類の別によって，各々形状が異な
っている。そしてこうした形状の違いは，その飲料の生産地で用いられた器の形状に基づくことによっ
て生じたのである。個々の嗜好品飲料に固有な形状をした東洋磁器およびヨーロッパの製茶器の特徴と
その発展について解説してゆく。
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茶のための器
　前章では，東洋からの輸入品としての茶器について述べたが，今度はヨーロッパ陶磁で製作された喫
茶道具の発展について紹介する。ヨーロッパで製作された陶磁器で，受皿とセットになった茶用カップ
の器形の初期の例は，17世紀後半のオランダ・デルフトの陶器にみられる。磁器製の茶器の最初期の例
は，マイセンで1710年代初頭のベットガー時代につくられたティーカップである。
　茶を飲むためのカップは，1720年代までは把手のないタイプが主流で，縦長なコーヒー用カップの器
形が定着する頃まで茶・コーヒーの両方に使用された。茶用のカップは，1730年代以降，徐々に把手の
あるタイプへ移行する時代となっても，把手の有無にかかわらず中国明時代の輸出磁器に由来する広口
の器形が継承された。把手をつける必要が生じたことは，上述のように受皿から飲む習慣がタブー視さ
れ，カップから飲むマナーが定着したことと関連があるのかもしれない。
　ところでティーポットについては，東洋陶磁で17世紀前半にヨーロッパへ輸出された中国製品には明
末景徳鎮の染付や宜興窯の炻器が多い。日本磁器製品としても，中国磁器製品と同様に，球形で注ぎ口
の反対側に把手が縦方向につけられたタイプのポットがヨーロッパに伝世している。ヨーロッパでは，
古伊万里様式の色絵によるファイアンス製のティーポットが，18世紀初頭のデルフトで製作され，マイ
センでも1710年代よりベットガー炻器やベットガー磁器による中国製ポットの写し物が製作された。そ
れらはどれも，先述の球形で注ぎ口の反対側に把手が縦方向につけられたタイプのポットであり，有田
と同様にヨーロッパでも中国起源の器形が定着していった。
　その後もイギリス，フランス，ドイツにおける多くの陶磁器の製作所において，基本的にはこれと同
形のポットが生産されてゆくが，ポットのフォルムは18世紀中ごろのセーヴルにおいて，高度に洗練化
されたデザインへと発展した。
コーヒーのための器
　マイセンでは，1730年代にコーヒー用のポットやカップをトルコへ大量輸出している。このことから
みても，初期のヨーロッパ磁器とトルコの喫茶道具との直接的接点の存在はあきらかであり，トルコカ
ップがマイセンに与えた影響が想定される。幅に対して背丈が高いのが，コーヒー用カップの基本形態
である。これは，コーヒーの上澄み液を飲むというトルコ式コーヒーの淹れ方によって成立した器の形
状である。しかし，18世紀初頭のフランスでは，いわゆるドリップ式でコーヒーを抽出する方法が生み
だされたので，丈の高いカップにこだわる理由は消滅する。そのためか，セーヴルのカップはコーヒー，
茶を問わずして丈の低いものが主流である。
　カップをおく受皿についても，トルコ起源説が提唱される。17世紀頃のトルコの細密画には，ソーサ
ーのついたカップが描かれている。その頃のトルコの受皿は木製で彩色が施されていたという。わが国
の磁器によるソーサーの製作については，1660年代よりオランダ東インド会社の記録に頻繁に登場する
「受皿」という文字により確認される。東インド会社の記録をみる限り，日本から輸出されたカップは，
ソーサーよりはるかに多く記載されているので，受皿は複数のカップに兼用されたか，あるいは別の素
材の受皿が使用されたのであろう。これに対し，マイセンではベットガー磁器の作られた1710年代より
すでに，カップには基本的に受皿がともなっている。
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　ところで，わたしたちが現代の家庭で用いる磁器製コーヒー用カップにお決まりの把手は，一体いつ
頃より，どこで発祥したのであろうか。それは中国や日本の十八世紀初頭までの磁器としては目にする
ことのない形状である。東洋の磁器に金属製の把手や枠をつけたものは存在するが，把手自体が磁器製
というわけではない。ところがマイセンではすでに1710年代の磁器に把手のついた縦長のカップが存在
する。ただし，コーヒー用カップの場合，把手つきが主流となってゆくのは1730年代からである。やが
てその後登場する数多くのヨーロッパの磁器製作所でも，マイセンスタイルの把手つきカップは踏襲さ
れていった。
喫茶道具の鉢
　コーヒー，茶，チョコレートなどのセルヴィスには，中ぐらいの直径20センチ前後の大きさの鉢が組
みこまれることが多い。とりわけ，ドイツやイギリスの喫茶セルヴィスでは，18世紀前半より一般的で
ある。イギリスでは茶碗以外の茶器を金属製品で用意する例も多いが，マイセンですべてを磁器で製作
して以来，他の製作所もこれに追随するようになった。
　ドレスデン国立美術館で1991年に開催された喫茶道具に関する展覧会の図録では，こうした鉢のフォ
ルムがかつて「平らなすすぎ鉢（Spühlnapf-glatt）」と呼ばれていたことが紹介されている。図録によれ
ば，それは使用後に茶葉やコーヒー豆の沈殿物が付着したカップを，水で洗うために卓上において用い
る道具であるという。ただしこれはかなり踏みこんだ解説であり，ドイツでは一般的に，この種の器形
を「丸い鉢」を意味する「Kumme」と呼ぶことが多い3）。
　一方，このフォルムを「茶こぼし」と名付けた国内の展覧会カタログ4）もある。これはエルミタージ
ュの学芸員による出品目録に記載された「Slop basin」すなわち「茶こぼし」という英語に基づいたよ
うである。飲み残した液体を卓上で処分するという用途の必然性は十分に想像される。
　これらに加え，スイス人画家ジャン・エティエンヌ・リオタール（Jean Etienne Liotard, 1702-1789）
が1781～83年頃制作したと想定される絵画資料（図 1 ）は，さらなる新説の用途を考えさせる。中位の
大きさの鉢の中に，カップ，受皿やスプーンが収められているのである。茶器としての鉢の用途の多様
性を示す事例である。
　このように，ヨーロッパの喫茶道具としての鉢には，使用者の必要に応じて幅広い用途があった。ま
た，国や地域，あるいは社会階層によって用途の違いが生じることもあるだろう。近世・近代のヨーロ
ッパには，日本の茶道のように限定的なものではない，よりおおらかなマナーがあったものと推測され
る。
 3） >>Ey! wie schmeckt der Cofee süße<< Meissener Porzellan und Graphik, Staatliche Kunstsammlungen Dresden, 
1991
 4） 『ロシア宮廷のマイセン磁器』朝日新聞社　1997年
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3 ．財産目録にみる東洋陶磁製茶器を用いた室内装飾
　目録は，ヨーロッパの言語で “Inventory” という呼称で総称される。ヨーロッパにおける所有品の目
録は，家財の相続や家財の移転を証明するための財産目録として作成される場合が一般的である。そこ
では陶磁器は，家具や壁掛け織物，絵画，金属器，ガラスなどと共に記載されることがあり，そこから
陶磁器の保管状況を把握することができる。ヨーロッパで過去に使用されていた陶磁器の使用状況を理
解することは，その陶磁器が製作され，輸出された理由を解明するために重要である。陶磁器に関連の
ある複数の財産目録の記載内容を通覧すると，コーヒーや茶のための喫茶用具が大半を占めており，な
かでもカップとソーサーが圧倒的多数を占めていた。次いで多く見られたのは喫茶用のポットと中型の
鉢である。つまり，部屋の調度として記載された磁器の圧倒的多数を喫茶の道具が占めていたものと判
断できるのである。以下に上述の特徴を備えた室内の状況を表すイギリスとオランダの財産目録 2 例を
紹介する。
3 － 1 　イギリスの貴族の財産目録
　大規模な磁器コレクションの所有者ではない貴族にも，財産目録を作成した例は多い。こうした目録
は，コレクションと対照することはできないが，磁器が使用された環境，受容の方法について，従来知
られて来た王侯や大収集家による特例的に贅沢な内容の目録とは異なる，より一般化した「伝世」の様
相を垣間見ることができ，より普遍性の高い伝世環境に関る情報の増加に貢献する。本章ではすべて，
ドレイトン・ハウスの目録を，2006年にケンブリッジで出版された “Noble Households, Eighteenth-
図 1 　静物画：作者 Jean Etienne Liotard （スイス，1702－1789）
The J. Paul Getty Museum, Los Angeles 84. PA. 57
（資料源 ; Tea Drinking in the West，Nagoya/ Boston Museum of Fine Arts, 2001）
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Century Inventories of Great English Houses, A Tribute to John Cornforth” 5））に掲載された目録の
翻刻に基づいて紹介する。
ドレイトン・ハウス Drayton House（ノーサンプトンシャー州）
（Ⅰ）概要
　1710年と1724年に ベティー夫人（Elizabeth 〔Betty〕 Germaine, 1680－1769）の命により目録が作成
された。本目録はドレイトン・ハウスに所蔵されている。ベティー夫人は，夫であるサー・ジョン・ジ
ャーメインの死去により，1718年にドレイトン・ハウスを相続。同家は，ジャーメインが前妻にあたる
メリー・モーダウント・ノーフォーク公爵夫人（1705没）より相続したものである。ジャーメインは，
オレンジ家のウィリアム三世の兄弟（私生児）と噂されたウィリアム三世と親交をもつオランダ人だと
いう。目録には大量の磁器の記載がある。大量の磁器は，ジャーメインとノーフォーク公爵夫人が所有
していたものである。建築家ウィリアム・タルマンを起用して改築した際，磁器は内部装飾に用いられ
た。さらに1724年の目録により，ベティー夫人が磁器を購入し，相続したコレクションに加えたことも
確認できる。1710年の目録には，邸内全80室のうち17室に，1724年の目録には，全82室のうち19室に磁
器の記載があり，室内装飾や調度の情報も詳細である。
（Ⅱ）1724年の目録の磁器の記載の特徴
＊磁器と思われる記載はすべて “China” と記されており，その数量記載合計数は356個である。
＊ ティー・テーブルの上に磁器を配置する例が 6 例もある。これらの喫茶道具が「保管室（closet）」や
「食堂（Dining room）」，「家政婦室（housekeeper room）」に配置されるケースも多く見られたが，特
に多く保管されている場所は「絵画室（Gallely）」の「飾り棚」の中。そして「控えの間（antechamber）」
や「寝室（bed chamber）」などにも配置されていたことがわかった。
＊ つまり，茶器は常時，来客のある場所に分けて配置され，室内装飾の役割を果たし，鑑賞されていた
ものと推測される。もちろん来客を迎えた折に使用した可能性もあるだろう。このように，喫茶の道
具，とりわけカップ＆ソーサーが，室内装飾の機能も兼ねていると推測されることは，発表者が現在
までに確認したヨーロッパの目録からうかがえた顕著な特徴である。
3 － 2 　オランダのブルジョアの財産目録　ライデンのラーぺンブルフの事例
　オランダでは，ライデンのラーぺンブルフ（Het Rapenburg）という運河沿いの地区を対象とした財
産目録の大規模な研究が行われ，その研究成果から多くの財産目録に接することができる。この大規模
な財産目録の研究プロジェクトは，1969年より着手され，その研究成果は全 6 巻10冊のシリーズ本6））と
して出版されている
 5） Edited by Tessa Murdoch, Noble Households, Eighteenth-Century Inventories of Great English Houses, A Tribute 
to John Cornforth, Inventories transcribed by Candace Briggs and Laurie Lindey, John Adamson, Cambridge, 
2006
 6） Th. H. Lunsingh Scheurleer, C. Willemijn Fock & A.J. van Dissel －，Het Rapenburg Geshiedenis van een Leidse 
gracht, Leiden, 1986－
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　本書には，ラーぺンブルフ地区内の土地区画ごとの所有者の略歴を時系列順に掲載したリストがされ，
その所有者に財産目録がある場合は財産目録の翻刻が添付されている。掲載されたこの地区内の土地は，
71区画に区分されている。財産目録には，建物の居住者が持っていた家具，衣装，貴金属，絵画などの
美術品にならび陶磁器の記載が混ざるケースが珍しくない。
全体を概観してわかる，17世紀より18世紀中頃までに作成された財産目録に見られる東洋磁器に関する
事項の時代ごとの傾向をまとめた。
＊17世紀初頭の財産目録： 「磁器」の記載はほとんど全くと言ってよいほどなく，器類には金属器が目立
っている。
＊17世紀中頃～：「磁器」という記載が少し混ざるようになる。
＊18世紀前半～中頃：多く の財産記載のある目録の場合，ほとんどの目録に「磁器」が記載されるよう
になる。陶磁器の記載が多い目録の場合，「日本の」と記された「磁器」の記
載も少し混じるようになる。
　ここでは，磁器の記載が多くみられる18世紀中頃に作成されたウィレム・ヤコブス・ペーツ（Willem 
Jacobsz. Paets, 1668－1750 Leiden）の財産目録を，ケーススタディーとして紹介する。ウィレム・ヤコ
ブス・ペーツは，ライデンの町の「四十評議会」の評議員という地位にあった町の有力者である。ウィ
レムは，ラーぺンブルフ19に1709～1751年に居住していた。ウィレムは，ラーぺンブルフ19にあった屋
敷を，同様に「四十評議会」の評議員であった父親ヤコブ・ペーツ（1639－1709）から1709年に相続して
いる。ヤコブがこの屋敷に居住したのは1669－1709年である。
　彼は1750年に他界する前年に財産目録を作成した。ウィレム・ヤコブス・ペーツの財産目録には，絵
画室，控室や大広間，保管室などいった様々な室内に大量の磁器の記載がある。そのうち本稿では，以
下に絵画室の磁器の記載のみを抜粋し，その翻訳を紹介してゆく。
〈ラーぺンブルフ19　ウィレム・ヤコブス・ペーツとその妻の財産目録（1751）より，絵画室における磁
器の記載の抜粋〉7）
＊絵画室
30点の大小の絵画，13点の家族の肖像画
1 　黒い額縁付大鏡
1 　クルミ材でできたテーブル　 5 つの小さい引き出
し付き
1 　大きな漆塗りの茶器用トレー
1 　黒い漆塗りのコーヒーポット
3 　染付磁器の茶こぼし
6 　稜のある大きなコーヒーカップ
3 　同様のソーサー
6 　染付の磁器製ティーカップ
6 　同様のソーサー
1 　ティーポット
2 　くぼんだ八角形のソーサー
1 　同様の大きな砂糖入れ
2 　小さい同様のもの
6 　同様のティーソーサー
2 　粗製のティーポット
　マントルピース8）に
 4 　粗製の瓶
 2 　bagijne　壺
 7） 前掲書 Het Rapenburg I, .324－270
 8） 飾り石 schoorsteen をマントルピースと訳した
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 2 　同様の背の高い壺
 2 　瓶
 4 　白い， 3 　赤い漆喰製の小像
12　クルミ材でできたイギリス製ストール椅子
　大型の飾り棚の中に
 1 　磁器製のデザートセット　皿 9 枚からなる
 11　磁器製の小鉢
 36　同様の皿
 4 　同様の一点ものの深皿
6 　小型の同様のソーサーで花瓶ひとつがつい
たもの
 11　縁飾りのあるソーサー
 7 　様々な一点もののソーサー
 4 　ソース用のソーサー，骨董品
 9 　小鉢
 9 　皿又はソーサー
 1 　小さい茶こぼし
 6 　ソーサー　油入れ一つが付属
1 　茶色いザクセンの磁器製コーヒーポット　
金の鎖とベルト付き
 1 　ザクセン磁器のチョコレートポットと受皿
 12　磁器製のカップ，11　同様のソーサ
ー，骨董のお茶の道具
 17　同様の花柄のカップ
 22　同様のソーサー
6 　同様のカップ， 6 　同様のソーサー，外面に彩色
を施したもの
6 　同様のカップ， 6 　同様のソーサー，外面が黄色
いコーヒーの道具
3 　ソース用のソーサーで，小鳥などのついたもの
 9 　染付磁器のチョコレートカップ
 1 　同様の縁のある深皿
 2 　磁器製の箱
 2 　粗製の9）ティーポット
 1 　大型で粗製の同様のもの
 1 　粗製のティーポット
 1 　エナメル装飾を施したチョコレートカップ
 1 　同様の深皿
 6 　古い染付のティーソーサー
 2 　把手付きのカップ
 4 　大型の茶色いカップ
 2 　同様の小型のもの
 5 　同様のソーサー
1 　小さい白磁の油又はお酢のための小水注，ソーサ
ー付き
そのうち数点は小さな注口付き水注と瓶で，ほか数点は
デザート用のガラス
（小括）
　まず断っておくが，この文書に書かれた「磁器 porceleijnen」という言葉の用法は，曖昧であるので，
注意しなければならない。本目録が作成された1751年にオランダにあった磁器とは，中国産もの日本産
のものが大半であった。加えて，デルフトを初めとするオランダの多くの地域では，17世紀中頃から東
洋磁器を模倣した陶器の生産が盛んであった。17世紀前半も量産されて市場に流通し，マイセン磁器な
どのオランダ以外の西洋磁器も流通していたがヨーロッパ製の磁器は，目録に産地まで明記されている
ため，「磁器」という名称から区別できる。デルフトで作られた東洋磁器の写し物は非常に精巧で，デル
フトの商人たちはそれを「オランダ磁器」と呼んで販売していた。そのため，この目録にある磁器の記
載には，東洋磁器とオランダの陶器が混在していたと推測される。
　このように，本目録は作品の特定には適さないが，磁器の使用状況の解釈には有効である。磁器に関
する内容全体を通覧すると，染付が圧倒的に多いことがわかる。器形は，コーヒーやお茶用の喫茶用具
が大半を占め，カップとソーサーが圧倒的多数であった。ほかに頻繁にみられるのは喫茶用のポットと
茶こぼしである。つまり，喫茶の道具が圧倒的多数を占めていたと言える。これらの喫茶道具が「保管
室又は食堂」に配置された量は一部で，特に多く保管されている場所は「絵画室」の「飾り棚」の中。
 9） roo と記されているが rauw と解釈し，粗製と訳した
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そして「玄関の間」や「寝室」，「奥の間」にも配置されている。ということは，常時複数の来客のある
場所に分けて配置され，室内装飾の役割を果たし，鑑賞されたものと推測される。もちろん来客を迎え
た折に使用した可能性もあるだろう。このように，喫茶の道具，とりわけカップ＆ソーサーが，実際に
実用のために必要な数量よりも多くあり，室内装飾の機能も兼ねていたことが，この目録から理解でき
る最も顕著な特徴であると思われる。
4 ．ヨーロッパ製磁器による王侯貴族向け喫茶セルヴィス（Service）の発展
　喫茶に必要な様々な道具を取り揃えたセットを所有することは，上流階級の家庭では常識的であった。
ヨーロッパでは，揃いの食器のことをさして，セルヴィスと呼ぶ。しかし，18世紀中頃まで揃いの装飾
が施されたセルヴィスが流行することはなく，それ以前までの喫茶のセルヴィスは 1 点ごとに集められ
たものであった。喫茶セルヴィスには、銀器と陶磁器が組み合わされたものが多く，東洋と西洋の作品
を組合せたセットもあった。
　茶器のセルヴィスを，内側がビロードで貼られた箱に入れ，しっかりと固定したものがある。こうし
た箱に入ったセルヴィスは，王侯貴族が旅行や狩りのために移動する際，旅先でも喫茶を愉しむことが
できるように考案されたと考えられている。
　この種の古い珍しい例としては，ルーヴル美術館に伝世する「必需品（nécessaire）」（図 2 ）と呼ば
れるセルヴィスがある。
　これは，ルイ15世の妃であるマリー・レクザンスカ（Mary Leczinska, 1703～1768）へ，1729年に王
太子誕生の祝いの品としてパリ市長のアンリ＝ニコラ・クジネ（Henry-Nicolas Cousinet, ?～1768）よ
図 2 　“Nécessaire（必需品）”：Louvre Museum （Paris, France）
（資料源 ; John Ayers, Oliver Impey, and J.V.G. Mallet, et.al, Porcelain for Palaces:  
The Fashion for Japan in Europe, 1650－1750, Oriental Ceramic Society, London, 1990.）
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り献上されたものである10）。日本製・中国製・マイセン製の磁器のほか，銀製の道具もあり，素材にはこ
だわらず，自由な選択でセルヴィスを形成する習慣があったことがみてとれる。こうした収集方法が成
立し始めた時期は明らかではないが，ヨーロッパに多くの磁器製作所が設立される18世紀中頃までは特
に，上流階級の間ではこうした一点ずつ異なる器からなるセルヴィスが通例であった。
　マイセン磁器の喫茶用セルヴィスのなかにも，こうした旅行用の箱におさめられた伝世例が多くある。
箱に収納された茶器のセルヴィスとしては，古くは1720年代前半頃からのものが数多く存在する。この
例としては、ヘッセン・カッセルの王妃マリー・ルイーズ（Marie Louise, 1688～1765）の旧蔵品の旅
行用の喫茶道具の箱があり、1723年頃製作されたマイセン磁器が納められている。このように磁器が作
られた当時の箱に収納され伝世している例は数少ない11）。
　マイセンでは，1720年代前半より，王侯への外交上の贈答品としての様々な磁器作品を多数製作して
いる。こうした国賓への贈答品として作られた喫茶のセルヴィスの名品は少なくない。その一例を挙げ
れば，例えば，1745年にザクセンのアウグスト三世（August Ⅲ，1696～1763年）が，エカテリーナ（〈即
位後〉Ekaterina II Alekseevna，エカテリーナ 2 世・アレクセーエヴナ，1729～1796年）と皇太子ピョ
ートルの結婚のお祝いとして贈答したマイセン製のセルヴィスがある。これは，総合的な食器のセット
として作られた約400点からなる大規模なセルヴィスで，ディナー用の食器の中に，コーヒー用，チョコ
レート用といった喫茶のための道具のセルヴィスが含まれている。ロシア歴代の皇帝の守護聖人である
聖アンドレイの勲章の十字架とロシアの国章や花の絵付で装飾されている。また，1723/24年に製作され
たシノワズリー装飾の喫茶セルヴィスは，現在アムステルダム国立美術館が所蔵するエルミタージュ宮
殿旧蔵品とミュンヘン・レジデンス美術館蔵品という貴重な伝世例が知られる。このようなセルヴィス
には，道具を飾るための豪華なコンソール・テーブルと呼ばれる台の上にかつて飾られた伝世例も数多
く知られており，あくまでも鑑賞のための品であったことがわかる。
　一方フランスでは，マイセンより遅れて1740年にパリ東北部の軟質磁器を生産し始めたヴァンセンヌ
窯があり，それが1756年にパリ南西のセーヴルに移転し，フランスの王立セーヴル磁器製作所となる。
このヴァンセンヌでは，1753年に茶またはコーヒーを飲むための朝食用のセルヴィスが考案された。こ
のようなセルヴィスは，デジュネ（déjeuner：フランス語で当時朝食を意味した）と名づけられた。デ
ジュネは，トレイの上にカップ，ポット，砂糖容れ，クリームポットをとりまとめた茶器のセットを意
味する。喫茶のためのセルヴィスは，マイセンでは1720年以前ベットガー磁器製品以来すでに存在する
が，それには揃いのトレイがなかった。トレイに載せ，個々の茶器をより洗練されたフォルムに昇華さ
せ，トレイも含めてすべての器のデザインを統一したのは，セーヴルが最初であった。例えば1762年に
は，セーヴル磁器製作所を庇護したポンパドゥール夫人（Madame de Pompadour, 1721～1764）が14
セットのデジュネを購入していることからも，デジュネの流行の一端がわかる。
10） Peter Wilhelm Meister/Horst Reber, Europäisches Porzellan, Office du Livre, Fribourg,  1980・ジョン・エアー
ズ／オリヴァー・インピー／J.V.G. マレット監修・執筆　『宮廷の陶磁器　ヨーロッパを魅了した日本の芸術　1650
～1750』英国陶磁協会編　西田宏子／弓場紀知監訳　同朋舎出版　1994年
11） 『日蘭交流400周年記念オランダ王室―知られざるロイヤル・コレクション―』毎日新聞社　2003年　図版37
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　デジュネにともなうカップの数は，通常 4 つまでである。二人用に二客あるものを「テット・ア・テ
ット（tête à tête）」，一人用にカップがひとつしかないものは「ソリテール（solitaire）」と呼ばれてい
る。
　またさらに，喫茶のセルヴィスには，大規模な食器のセットの一部として作られる場合も多い。ここ
ではその一例として，セーヴル磁器の代表的な食器のセットである，エカテリーナ 2 世のための「カメ
オ・セルヴィス（Cameo Service）」（図 3 ）をあげる。
　これは，ロシアの女帝エカテリーナ 2 世に贈答するために女帝の寵臣グレゴリー・ポチョムキンが注
文した品で，1778～1779年に制作された。744点（60人分）からなる大規模なディナー用セルヴィスで，
喫茶のための道具も多く含んでいる。トルコブルーの地色に金彩で古代ギリシャ風の唐草を描き，カメ
オ装飾をほどこした新古典主義の作品である。そのうち約600点を現在もエルミタージュ宮殿美術館が所
蔵している12）。
まとめ
　磁器製の茶器は，17世紀にはもっぱら東洋から輸入された製品が王侯貴族により高く評価され，実用
品として用いられるだけでなく屋敷を飾る道具としても愛用された。つまり，喫茶の道具としての磁器
は単なる飲食のための用途を超えたさまざまな機能を持ち合わせていたのである。上流階級の生活にお
いては，茶会を催し，道具を披露することにより自らの財力や洗練された趣味をアピールする狙いもあ
ったであろう。そのため，喫茶の道具は，上流階級の社交上の道具としての多様な機能を兼ねさせるた
めに，豪華な箱や台に収納したり，セルヴィスと呼ばれる組物としても製作された接客のための道具が
多数伝世している。喫茶の道具は，17世紀には非常に希少性の高い東洋磁器が珍重されたが，その後，
12） 『国立エルミタージュ美術館所蔵エカテリーナ 2 世のセーヴル磁器展』読売新聞社　2003年
図 3 　“Cofee Service（コーヒー・セルヴィス）” from “The Cameo Service of Catherine Ⅱ”，
Sèvres Porcelain, The State Hermitage Museum
（資料源；Sèvres Porcelain of the 18th Century from the Collection of The State Hermitage 
Museum，The State Hermitage Museum, St. Petersburg & Art Impression Inc., 2003）
ヨーロッパにおける磁器製茶器の発展（櫻庭）
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18世紀初頭にヨーロッパで磁器が発明された後にはヨーロッパの磁器製作所がより洗練された喫茶の道
具をデザインしたことによって，元々東洋の飲物であるため東洋のイメージに縛られた感の強かった喫
茶の道具が，やがてヨーロッパ的な装飾デザインへと変化し，喫茶もまたヨーロッパの生活のなかに定
着した。茶器のデザインの影響によって喫茶から異国的なイメージが払底されたと言うことも可能であ
ろう。
